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Spongospora属菌による病害の発生生態と防除

は　じ　め　に

ジャガイモは我が国の農業において重要な基幹作物の
一つであり，広大な農地を利用して大規模畑作が行われ
ている北海道において，平成 29年度には，全国生産の約
8割にあたる 188万トンが生産されている。ジャガイモ
の生産阻害要因の一つに土壌病害があり，Spongospora

属菌によるジャガイモ粉状そうか病もしばしば大発生し
被害をもたらしている。本稿では粉状そうか病菌を中心
に Spongospora属菌による病害の発生生態と防除につい
て解説する。

I　Spongospora属菌の分類

Spongospora属菌は，原生生物の一群であるケルコゾ
ア（Cercozoa）門のネコブカビ綱ネコブカビ科（Plasmo-

diophoraceae）に属し，本科にはほかに農業生産上重要
なネコブカビ菌 Plasmodiophoraやポリミキサ菌 Polymyxa

等が属する。ネコブカビ類は菌糸体を形成せず，感染し
た宿主体内で認められるアメーバ様の変形体，耐久生存
器官である休眠胞子，ならびに鞭毛を有し運動能をもつ
遊走子の各形態をとる。ネコブカビ類はいずれも人工培
地で培養のできない絶対寄生菌であり，宿主細胞なしで
は生活環を全うできない。Spongospora属菌は内部に空
洞を有するスポンジ状の休眠胞子塊（以下胞子球）を形
成するのが特徴で（図―1），同属には 3種 S. subterranea, 

S. campanulae［以下 Sca］，ならびに S. cotulae［同 Sco］
が知られており，これらのうち S. subterraneaには 2分
化型 S. subterranea f.sp. subterranea［同 Sss］および S. 

subterranea f.sp. nasturtii ［同 Ssn］が存在する。いずれ
も植物寄生性で，Scaはカンパニュラ（Campanula 

spp.）に，Scoはコツラ（Cotula spp.）に，Sssはナス
科植物に，Ssnはオランダガラシ（クレソン，Nastur-

tium spp.）に寄生する（KARLING, 1968）。

II　  ジャガイモ粉状そうか病菌
（S. subterranea f.sp. subterranea）の生活環と
特徴

Spongospora属菌のうち，我が国において農業上重要
なのは，主としてナス科植物を寄主範囲とするジャガイ
モ粉状そうか病菌（以下 Sss）であり，ジャガイモに粉
状そうか病（powdery scab）を引き起こすほか，ジャガ
イモ塊茎褐色輪紋病の原因ウイルスであるジャガイモモ
ップトップウイルス（potato mop-top virus; PMTV）を
媒介する（JONES and HARRISON, 1969）。粉状そうか病は
Sssがジャガイモ地下部（根，塊茎）に感染することで，
塊茎表面に瘡蓋状の病斑や，根部にゴールが形成される
が，地上の茎葉部に病徴は現れない。主たる伝染源は土
壌中や種いも表面に付着した胞子球である。胞子球は淡
褐色，楕円～卵円型で，内部に空隙があり，大きさは
19～85μmで，1個の胞子球中には休眠胞子（直径約4μm）
が平均で 667個（155～1,526個）含まれていたとの報告
がある（FALLOON et al., 2011）（図―1）。種いもが植え付
けられると，宿主根部からの浸出物に反応して休眠胞子
が発芽し（MERZ, 1993；BALENDRES et al., 2016），長短 2

本の鞭毛を持つ，球～卵型の 1個の遊走子を生じ，土壌
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図－1　ジャガイモ粉状そうか病菌の胞子球
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